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下水道施設の耐震設計 Ver4.0 追加機能 【円形管きょの耐震設計】 

 

（１）レベル１とレベル２の同時計算が可能となりました 

 

 

◆各検討項目においてレベル１、レベル２の照査をチェックマークにより、選択できるように 

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日本下水協会の地震動波形に 

「日本道路協会基準 2012 年版」・「国土交通省」を追加しました 

 

 ◆これまでの、日本下水道協会、日本下水道事業団に加え、レベル１地震動に対して 

「日本道路協会」・「国土交通省」を追加致しました。 

 

・「日本道路協会基準 2012 年版」 

道路橋示方書（平成 24 年 3 月）の地震動基準に対応致しました。 
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・「国土交通省」 

地域別補正係数は「建設省告示 第 1793 号(S55.11.27)」、｢国土交通省告示 第 597 号(H19.5.18)｣

に対応しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地震動基準に「日本水道協会 1997 年版」「日本水道協会 2009 年版」を追加しました 

 

 

◆日本下水道協会の地震動基準に加え、 

「日本水道協会 1997 年版」、「日本水道協会 2009 年版」を追加致しました。 

 

・日本水道協会 1997 年版 
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◆「日本水道協会 2009 年版」は、固有周期の算出方法を、 

埋設管、シールドトンネルの２種類から選択可能となりました。 

 

・「日本水道協会 2009 年版」  

 

埋設管                       シールドトンネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           シールドトンネルの場合、 

                                   レベル１、２地震動に対して、それぞれ表層地盤の 

                            固有周期の設定や固定することが可能です。 
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◆「日本水道協会 2009 年版」では「地盤の不均一度係数 η」を考慮できるようになりました。 

 

管と地盤の滑りを考慮した発生応力の検討を行うことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）簡易出力機能の追加 

 

◆これまでの、詳細出力に加え、簡易出力を追加しました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆入力画面を一新し、各検討項目で同様の入力画面のため、操作性がアップしました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果一覧は、結果のみでなく、 
せん断波弾性速度等の計算過程の 
諸数値も出力されます。 




